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○
子
育
て
支
援

　
妊
娠
出
産
へ
の
支
援
、
子
育
て
家
庭

へ
の
経
済
的
支
援
や
医
療
費
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
や
公
衆
ト
イ
レ

を
整
備
、
拡
充
し
、
子
ど
も
同
士
や
親

子
が
地
域
の
中
で
交
流
で
き
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

○
学
校
教
育

　
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
心
と
健
や
か

な
体
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島
を

愛
し
、
次
の
世
代
を
担
う
人
材
と
し
て

成
長
で
き
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
英
語
科
専

科
教
員
の
配
置
、
全
校
へ
の
図
書
館
司

書
の
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
学
校
施
設

　
近
年
の
厳
し
い
気
象
条
件
に
対
応
し

た
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
小
中

学
校
の
空
調
設
備
を
新
設
す
る
ほ
か
、

学
習
教
材
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進

し
、
快
適
な
学
習
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
社
会
教
育

　
地
域
課
題
や
、
そ
の
解
決
法
を
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
積

極
的
に
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

「
人
づ
く
り
」
や
「
仲
間
づ
く
り
」
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
教
育
と
地
域
づ
く
り

　
｢ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業
」
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
民
館

を
拠
点
に
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育

成
と
地
域
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
積
極
的

な
健
康
づ
く
り
や
競
技
力
向
上
の
た
め

の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
特
に
、

島
内
の
小
学
生
が
武
道
を
通
し
て
島
外

の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
、
心
身
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
「
第
１
回
隠
岐
少
年
武
道
大
会
」

を
支
援
し
ま
す
。

○
文
化
財
保
護

　
貴
重
な
町
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
の

調
査
・
研
究
を
進
め
、
適
切
に
保
護

し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
公
開
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

「生まれてよかった」
子どもの声が弾むまち

○
総
合
計
画

　
最
終
年
度
を
迎
え
る
「
隠
岐
の
島
町

総
合
振
興
計
画
」
、
「
隠
岐
の
島
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
掲
げ
た
各
種
施
策
を
着
実
に
遂
行

し
、
計
画
目
標
の
達
成
を
目
指
し
ま

す
。
「
次
期
総
合
振
興
計
画
」
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
や
関
係

団
体
な
ど
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
わ

か
り
や
す
い
計
画
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
人
口
対
策

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
定
住
相

談
員
の
配
置
や
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

若
者
定
住
住
宅
の
整
備
に
対
す
る
支

援
、
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
、
「
空
き
家

改
修
事
業
」
の
制
度
拡
充
な
ど
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
促
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。

○
雇
用
対
策

　
｢隠
岐
の
島
町
雇
用
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
、
島
内
外
か
ら
の
人
材
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、
官
民
一
体
と
な

り
進
め
ま
す
。
ま
た
、
県
と
の
共
同
で
作

成
し
た
誘
致
戦
略
に
基
づ
き
、
ソ
フ
ト

産
業
企
業
の
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

○
商
工
業

　
事
業
継
承
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

店
舗
改
修
事
業
の
拡
充
な
ど
、
さ
ら
な

る
支
援
策
を
講
じ
、
地
域
経
済
を
支
え

る
事
業
者
の
方
々
を
後
押
し
し
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
の
振
興

　
民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
新
た

な
振
興
作
物
な
ど
の
開
拓
や
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
農
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
な
い
ま
す
。
「
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

は
、
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
安
定
生
産
と
供
給

施
設
の
拡
充
に
努
め
、
環
境
に
配
慮
し
た

地
域
循
環
型
産
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
隠
岐
の
島
町
畜
産
セ
ン
タ

ー
」
の
有
効
活
用
を
促
進
し
、
畜
産
業

の
振
興
や
本
土
か
ら
の
購
買
者
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
種
苗
放
流
事
業
な
ど
に

よ
る
磯
根
資
源
の
確
保
や
安
心
安
全
な
漁

港
施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
医
療
・
保
健

　
県
や
隠
岐
広
域
連
合
と
の
連
携
に
よ

る
医
師
の
招
へ
い
、
大
学
な
ど
の
地
域

推
薦
入
学
制
度
を
活
用
し
た
医
療
従
事

者
の
育
成
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
働
き

か
け
に
よ
る
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

保
健
事
業
で
は
、
主
に
が
ん
対
策
お
よ

び
生
活
習
慣
病
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
福
祉

　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
特
性
や
利
用
者
の
状
況
に

応
じ
た
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地
域

生
活
支
援
事
業
な
ど
を
総
合
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
、
地
域
課

題
・
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
等
利
用
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

制
度
と
し
て
本
格
実
施
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
自
治
会
組
織
・
関
係
機
関

と
連
携
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
や
自
主

防
災
力
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
西
郷
港
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
「
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た

計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「住んでよかった」
若者・女性が、高齢者が

活躍するまち

○
観
光

　
隠
岐
の
島
町
観
光
協
会
事
務
局
へ
の

人
材
の
派
遣
と
本
町
と
の
連
携
強
化
、

企
画
乗
船
券
発
行
事
業
の
展
開
、
ロ
グ

ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
整
備
、
各
宿
泊
施

設
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

　
｢隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
中

核
・
拠
点
施
設
」
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、「
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
魅
力
や
価
値
を
広
く
伝
え
て
い
く
た

め
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
関
係
団
体
と
協
議

を
重
ね
、
確
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
「
民
謡
」
、
「
牛
突
き
」
な

ど
、
本
町
独
自
の
歴
史
や
文
化
を
観
光

素
材
と
し
て
次
世
代
に
継
承
し
な
が

ら
、
有
効
的
に
活
用
し
ま
す
。

○
交
通
網
の
整
備

　
隠
岐
航
路
の
安
定
運
航
、
航
空
機
の

利
用
促
進
な
ど
、
快
適
で
利
便
性
の
高
い

交
通
網
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
生
活
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
路
線
の

現
状
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
な
い
、

公
共
交
通
再
編
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
交
流

　
都
市
交
流
で
は
、
大
阪
府
豊
中
市
を

中
心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
を
通

し
た
市
民
間
の
交
流
を
推
進
し
、
さ
ら

に
中
京
圏
・
首
都
圏
に
も
働
き
か
け
、

さ
ら
な
る
相
互
交
流
を
図
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
ク
ロ
ト
シ
ン
市

と
、
相
撲
だ
け
で
な
く
文
化
・
教
育
に

つ
い
て
も
交
流
を
深
め
ま
す
。

平
成
31
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
来
月
発
行
の
５
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

「訪れてよかった」
思い出を持ち帰れるまち

｢よかった。｣
が響くまち
隠岐の島

けて実現に向けて

｢よかった。｣
が響くまち
隠岐の島
実現に向けて

 ̶ 平成31年度施政方針の概要を紹介します。̶ 

　平成31年第1回隠岐の島町議会定例会が3月4日から開かれ、
池田町長が町政運営についての基本方針を明らかにしました。
　ここでは、さまざまな課題にどのように取り組んでいくのかを
示した、平成31年度施政方針の概要についてご紹介します。
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

 

電
話
2-

8
5
6
2

■
３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間
で
す
。

　

３
月
は
就
職
や
進
学
、
転
勤
や
退
職
な

ど
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
時
期
で

す
。
ま
た
、
日
常
に
お
い
て
も
病
気
や
仕

事
、
経
済
問
題
な
ど
の
生
活
の
変
化
や
ス

ト
レ
ス
は
こ
こ
ろ
の
不
調
を
招
き
、
「
う

つ
」
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
の
要
因
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
不
調
が

長
く
続
く
と
、
最
悪
の
場
合
自
死
に
至
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
う
つ
に
つ
い
て

　

う
つ
は
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と
も
言
わ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
誰

も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

ろ
が
疲
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
い

る
状
態
で
あ
り
、
精
神
面
だ
け
で
は
な
く

身
体
面
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ

て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
に
、
本
人
や
周
囲
の

人
が
早
め
に
気
づ
き
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
く

す
る
こ
と
で
、
健
康
状
態
に
戻
る
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体

や
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
放
置
せ
ず
早
め
に
対
処

し
ま
し
ょ
う
。

■
う
つ
が
疑
わ
れ
た
ら

【
本
人
に
で
き
る
こ
と
】

①
つ
ら
い
状
況
を
放
っ
て
お
か
ず
、
身
近

な
人
や
専
門
家
な
ど
、
誰
か
に
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

②
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り
な
い
状
態
で

す
。
仕
事
を
休
む
、
家
事
を
家
族
と
分

担
す
る
、
周
囲
の
人
に
助
け
を
求
め
る

な
ど
、
頑
張
り
す
ぎ
な
い
で
「
ゆ
っ
く

り
休
養
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
す
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
自
己
判
断
に
よ
る
薬
の

内
服
で
解
決
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

【
周
囲
の
人
が
で
き
る
こ
と
】

①
相
手
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

②
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
（
本
人
は
が
ん
ば
ろ
う
と
し
て
も
、
が

ん
ば
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。

励
ま
し
は
逆
効
果
で
す
。
）

③
少
し
で
も
う
つ
を
疑
っ
た
ら
、
専
門
家

に
相
談
す
る
よ
う
、
す
す
め
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
周
囲
の
人
の
声
か
け
で
悩
ん

で
い
る
方
が
救
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
同
行
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

④
う
つ
は
周
囲
の
人
か
ら
見
え
る
状
態

と
、
本
人
の
心
の
回
復
状
態
に
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。
元
気
な
様
子
で
も
、
本
人

が
無
理
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

あ
せ
ら
ず
回
復
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
早
期
に
こ
こ
ろ
の
不
調
へ
対
応
し
よ
う

　

町
で
は
講
演
会
、
研
修
会
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
ほ
か
、
事
業
所
に
お
い
て
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
の
養
成
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
「
命
の
門
番
」

と
い
う
意
味
で
、
悩
ん
で
い
る
人
に
「
気

づ
き
」
「
声
を
か
け
」
「
話
を
聞
い
て
」

「
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
」
「
見
守
る
」

人
の
こ
と
で
す
。
決
し
て
特
別
な
も
の
で

は
な
く
、
「
こ
こ
ろ
の
不
調
」
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
誰
で
も
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
で
の
集
ま
り

の
機
会
を
利
用
し
て
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

あ
な
た
の
声
か
け
を
待
っ
て
い
る
方
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■

は

死
対
策
強
化

間
で
す
。

Part
18
Part
18

健
康
づ
く
り
通
信

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

安全祈願祭で鍬入れをする池田町長

地中深く杭を打ち込む様子

　
官
民
一
体
と
な
り
、
総
合
的
な
雇
用
対

策
事
業
を
実
施
す
る
「
隠
岐
の
島
町
雇
用

対
策
協
議
会
」
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、

当
協
議
会
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
民
間
企

業
様
を
募
集
し
ま
す
。

　
多
く
の
企
業
様
の
ご
加
入
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◆
こ
ん
な
企
業
様
は
是
非
ご
加
入
を
！

　
町
内
に
所
在
地
を
持
ち
、
町
内
外
の
若

年
者
な
ど
に
企
業
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
自
社
の
人
材
確
保
、
雇
用
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
希
望
す
る
民
間
企
業
様
で

あ
れ
ば
、
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
町
内
外
の
若
年
者
な
ど
に
企
業
情
報

を
積
極
的
に
発
信
し
た
い
。

・
就
職
相
談
会
に
参
加
し
、
人
材
の
確

保
を
図
り
た
い
。

・
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
を
積
極
的
に
受
講

し
、
採
用
力
・
人
材
育
成
力
・
雇
用

環
境
の
向
上
を
図
り
た
い
。

・
地
域
産
業
や
地
元
企
業
の
魅
力
を
発

信
し
、
地
元
就
職
の
基
盤
強
化
を
図

り
た
い
。

「
隠
岐
の
島
町
雇
用
対
策
協
議
会｣

ののののののののののの
会会会会会会会会会会会会
員員員員員員員員員員員
ををををををををををを
募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集
ししししししししし
まままままままままま
すすすすすすすすすすす
！！！！

「
隠
岐
の
島
町
雇
用
対
策
協
議
会｣

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

①
安
全
祈
願
祭
（
12
月
５
日
）

　
前
日
の
雨
で
足
元
の
悪
い
中
で
し
た

が
、
隠
岐
の
島
町
議
会
石
田
議
長
、
遠

藤
副
議
長
、
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
服

部
副
会
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
工
事

関
係
者
と
と
も
に
、
工
事
の
安
全
成
就

を
祈
願
し
ま
し
た
。

②
杭
工
事
の
施
工
（
２
月
５
日
〜
）

　
重
量
の
あ
る
建
築
物
を
安
定
し
て
支

え
る
た
め
、
深
く
固
い
地
盤
ま
で
杭
を

打
ち
込
む
「
杭
工
事
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
庁
舎
や
駐
車
場
の
敷
地
の
形

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
31
年
度
は
、
町

道
や
国
道
な
ど
周
辺
の
整
備
に
取
り
か

か
る
予
定
で
す
。

新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況

をををををををををををを
おおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららら
せせせせせせせせせせせせ
しししししししししし
ままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
会
費
（
案
）

※
5
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
当
協
議
会

設
立
総
会
で
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

○
企
業
会
員
会
費
・
・
・
従
業
員
規
模
に

応
じ
て
異
な
り
ま
す
。（
左
表
の
と
お
り
）

◆
加
入
手
続
き

　
役
場
地
域
振
興
課
及
び
各
支
所
、
出
張

所
、
隠
岐
の
島
町
商
工
会
に
設
置
し
て
い

る
「
加
入
届
」
を
、
４
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
、
メ
ー
ル
な
ど

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
協
議
会
の
設
立
総
会
を
５
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、
設
立
後
は
、
随
時
受
付

け
て
参
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
地
域
振
興
課
商
工
労
働
係

 

電　
話 

2-

8
5
7
0

 

F
A
X 

2-

6
0
0
5

　
メ
ー
ル chiiki@

tow
n.okinoshim

a.

　
　
　
　

 shim
ane.jp

※入会日の属する年度は入会日の従業員数に応じた金額とし、翌年度以降は、届出により当該年度の初日の
従業員数に応じた金額とする。
※従業員数は町内の事業所に勤務する人数とする。

隠岐の島町雇用対策協議会設立趣意書

　隠岐の島町におきましては、かつては有効求人倍率が1.0倍を

下回る厳しい状況にありましたが、徐々に求人数が増え始め、平成

27年度からは、有効求人倍率が1.0倍を上回るようになり、さらに、

平成30年4月には2.08倍となっています。また、多くの職種でミス

マッチも起こっており、多くの事業所で、慢性的な人手不足の問題

を抱えています。

　このような雇用情勢の中、町内の雇用の安定を図り、産業の振

興・発展を推進するために、町内の民間企業様をはじめ、町及び

国、県、経済・産業・福祉団体、教育機関等で組織する「隠岐の島

町雇用対策協議会」を立ち上げ、横断的な連携と協働により官民

一体となった総合的な雇用対策事業の展開を目指します。

　【重点課題】

１．産業人材の確保 ３．産業人材の育成及び定着

２．若年者の町内就職促進 ４．雇用環境の整備

従業員規模（雇用保険の被保険者数）

20人未満

20人　～　49人

50人　～　99人

100人以上

年会費

3,000円

10,000円

15,000円

20,000円

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
大
規
模
事
業
課

 

電
話
2-

8
5
8
0

　
｢加
入
届
」
用
紙
は
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
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隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間午前10時～午後6時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

　２月12日～19日に行った蔵書点検（不明にな
っている本がないかの点検）の結果について報
告します。今年度、各館の不明資料数は以下の
通りとなりました。
　【今年度不明資料数】
　　・隠岐の島町図書館…26冊
　　・五箇公民館図書室…１冊
　　・都万公民館図書室…４冊
　　・布施公民館図書室…なし
　　・中出張所…なし
　隠岐の島町図書館の蔵書冊数86,776点のう
ち、不明になったのは、26冊でした（2月21日
現在）。全国的にも低い数字ですが、今後も不
明本の発生の防止と資料の管理に努めていきた
いと思います。

　3月は、仕事や進学のため引越しをされる方も多
いのではないでしょうか。片づけの中で、本の処
分に困っているという方は、ぜひ図書館へお持ち
ください。寄贈していただいた本は、図書館や公
民館の資料として受入れたり、秋の古本市などに
出品させていただきます。本の活用方法を図書館
に一任していただければ、何冊からでも承りま
す。

〇民話を語る会：7日（日）午後２時～２時30分
〇おはなしのへや：毎週土曜日午後３時～３時30分
〇はじめてのえほん：
　　　　　　　毎週日曜日午前10時30分～11時
　　　　　　　21日（日）は休館日のため除く
〇アゴラ：13日（土）午後２時30分～
○子ども読書の日スペシャル：
　　　　　　　27日（土）午後3時～4時
【休館日】：1日（月）・8日（月）・15日（月）
 　21日（日）・22日（月）・30日（火）

4月の行事と休館のお知らせ

引越しをされる方へ

蔵書点検の結果

　
第
9
回
「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を

考
え
る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
が
、
2
月
８
日
に
島
根
県
庁
知
事

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
島
根
県
の
中
学
生
が
竹
島
や
北

方
四
島
の
歴
史
と
現
実
に
関
心
を
持

ち
、
そ
こ
に
存
在
す
る
領
土
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
竹
島
・
北
方
領
土
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
県
内
中
学
校
19
校
よ
り

1
，
0
9
8
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
町

か
ら
は
3
名
の
生
徒
が
、
次
の
と
お
り

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

※
「　
」
内
は
題
名

■
島
根
県
知
事
賞

　
木
瀨 

春
香
さ
ん
（
西
郷
中
・
２
年
）

「
祖
父
の
願
い
か
ら
」

■
島
根
県
教
育
長
賞

　
脇
田 

茉
奈
さ
ん
（
西
郷
中
・
３
年
）

「
分
か
り
合
う
こ
と
」

■
入
選

　
船
田 

裕
貴
さ
ん
（
西
郷
南
中
・
３
年
）

「
竹
島
問
題
を
考
え
る
」

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

第
９
回
「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を

考
え
る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
一
般
社
団
法
人
島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
青
年
部
会
か
ら
、
町
内
の
小
学
校
に

過
熱
防
止
や
立
ち
消
え
安
全
装
置
な
ど

の
安
全
機
能
を
備
え
た
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー

コ
ン
ロ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
同
部
会
で
は
、
「
廃
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

回
収
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
講
演
会

の
開
催
や
公
共
施
設
へ
の
ガ
ス
機
器
の

寄
贈
な
ど
、
広
く
社
会
貢
献
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ガ
ス
機
器
は
、
各
学
校

に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
寄
贈
校
及
び
台
数

　
・
西
郷
小
学
校　
　
８　
台

　
・
有
木
小
学
校　
　
７　
台

　
・
北
小
学
校　
　
　
５　
台

　
・
都
万
小
学
校　
　
６　
台

島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
か
ら
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
寄
贈

　
各
大
会
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
第
60
回
全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
10
日
）

【
個
人
戦
】

〇
小
学
生
低
学
年
の
部

　
優
勝　
西
尾　
悠　
（
東
郷
剣
友
会
）

〇
小
学
生
中
学
年
男
子
の
部

　
優
勝　
磯
辺　
瑛
介
（
東
郷
剣
友
会
）

〇
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

　
優
勝　
安
部　
莉
生
（
東
郷
剣
友
会
）

〇
小
学
生
女
子
の
部

　
優
勝　
堤　
彩
香　
（
東
郷
剣
友
会
）

〇
一
般
男
子
の
部　
　

　
優
勝　
安
部　
凱
生
（
東
郷
剣
友
会
）

【
団
体
戦
】

〇
小
学
生
の
部

　
優
勝　
東
郷
剣
友
会
Ａ

〇
一
般
の
部　
　

　
優
勝　
東
郷
剣
友
会

■
第
41
回
隠
岐
の
島
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
10
日
）

　
優
勝　
パ
ワ
ー
ズ

　
（
メ
ン
バ
ー
：
伊
藤
、
小
澤
、
中
村
、

松
本
、
吉
見
、
藤
野
）

隠
岐
の
島
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　

主
催
大
会
結
果
一
覧

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
放
課
後
に

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
宿
題
を
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
、
時
に
は
体
験
的
な
活

動
を
し
た
り
す
る
場
所
で
す
。
教
育
委

員
会
主
催
の
も
と
、
公
民
館
や
学
校
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
取
組
で
す
。
こ
の

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
や

き
ず
な
を
強
化
し
、
地
域
の
教
育
力
向

上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
子
ど
も
教
室
で
は
、
地
域

の
安
全
管
理
員
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
き
た

っ
こ
広
場
で
は
、
干
し
大
根
作
り
や
凧

あ
げ
に
挑
戦
。
凧
あ
げ
で
は
、
一
生
懸

命
に
走
っ
て
凧
を
あ
げ
る
子
ど
も
た
ち

を
し
っ
か
り
見
守
り
な
が
ら
応
援
し
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
り
な

が
ら
安
全
管
理
員
さ
ん
ど
う
し
も
つ
な

が
り
、
学
び
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
管

理
員
さ
ん
の
数
が
少
な
く
教
室
の
維
持

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
学
び
の
場
。
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
安
全
管
理
員
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理
員

募
集

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
総
務
学
校
教
育
課

 

　
　
電
話
2-

2
2
0
6

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

 

　
　
電
話
2-

2
1
2
6

コンクール表彰式での記念撮影（向かって右から４番目が木瀨さん、
左から３番目が脇田さん）

たこあげの様子

干し大根づくり

放課後子ども教室一覧

設置されたガスコンロ

寄贈されたコンロで調理実習
をする児童（有木小学校）

設置校区 子ども教室名 活 動 場 所 開催日

西郷小学校区 いきいき子ども教室 総合体育館 月 28人 5人

中条小学校区 中条遊びランド 中条小学校 月 11人 3人

有木小学校区 まにの広場 有木小学校 月～金 19人 8人

磯小学校区 にこにこ広場 磯小学校 火 17人 2人

北小学校区 きたっこ広場 北小学校・布施公民館 月 10人 5人

五箇小学校区 学センわくわく広場 五箇生涯学習センター 月・水 27人 10人

都万小学校区 遊びと学びの広場 都万小学校・都万公民館 月・木 14人 2人

平均
利用者数

登録安全
管理員数
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宮腰領土問題担当大臣（中央）へ要望書を手交する
池田町長

島根県知事より感謝状贈呈を受ける
齋藤昭一さん

10名程のグループに分かれ意見交換が
行われました

昭和15年２月10日の日誌。『ランコ島事業ニ付、ミチ（アシ
カ）、売却方法ノ研究方ヲ依頼ス』と書かれています。 日記の表紙

竹
島
に
関
す
る
政
府
要
望
活
動

　

１
月
31
日
、
竹
島
領
土
権
確
立
隠
岐

期
成
同
盟
会
に
よ
る
政
府
要
望
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
会
長
で
あ
る
池
田
町
長
が

外
務
省
・
文
部
科
学
省
な
ど
の
関
係
政

府
機
関
の
ほ
か
、
県
選
出
国
会
議
員
を

含
め
た
関
係
国
会
議
員
の
元
を
訪
れ
、

竹
島
の
領
有
権
及
び
周
辺
海
域
に
お
け

る
漁
業
秩
序
の
早
期
確
立
に
つ
い
て
要

望
書
を
手
交
し
、
訴
え
て
き
ま
し
た
。

竹
島
に
関
す
る
新
資
料
の
発
見

　

町
が
実
施
し
て
い
る
竹
島
に
関
す
る

調
査
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
新
史
料

の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
史
料
名
…
「
奥
村
亀
右
衛
門
日
誌
」

　

こ
の
史
料
は
、
竹
島
に
お
け
る
ア
シ

カ
猟
を
支
援
し
た
奥
村
亀
右
衛
門
が
、

神
戸
市
の
動
物
商
な
ど
と
新
た
な
市
場

開
拓
に
向
け
、
何
度
も
や
り
取
り
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
ア
シ
カ
捕
獲
か
ら
流
通

ま
で
含
め
た
ア
シ
カ
猟
の
全
体
像
が
う

か
が
え
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
竹
島
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
（
古
文
書
や
日
誌
、
地
図
、
絵
図
な

ど
）
、
証
言
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

何
か
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
隠
岐
の
島

町
役
場
竹
島
対
策
室
（
2-

2
1
1
1
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

な
お
、
隠
岐
の
島
町
か
ら
は
次
の
方

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
齋
藤
昭
一
様
（
岬
町
地
区
在
住
）

　

祖
父
齋
藤
冨
太
郎
氏
が
所
蔵
さ
れ
て

い
た
竹
島
ア
シ
カ
猟
に
関
す
る
資
料
提

供
な
ど

　

式
典
に
先
立
ち
、
『
竹
島
問
題
を
語

る
国
民
交
流
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
関
係
団
体
と
「
日
本

の
領
土
を
守
る
た
め
行
動
す
る
議
員
連

盟
（
会
長　

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
）
」

の
国
会
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
領
土
教
育
の
重
要
性
や
竹
島
を

活
用
し
た
地
域
振
興
策
な
ど
、
竹
島
問

題
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

第
14
回「
竹
島
の
日
」記
念
式
典

　

２
月
22
日
、
松
江
市
の
島
根
県
民
会

館
に
お
い
て
、
島
根
県
、
島
根
県
議

会
、
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

島
根
県
民
会
議
主
催
の
「
竹
島
の
日
」

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
の
第
1
回
か
ら
数
え
て
14

回
目
を
迎
え
る
本
年
の
式
典
で
は
、
政

府
か
ら
安
藤
裕
内
閣
府
大
臣
政
務
官
を

は
じ
め
、
与
野
党
の
国
会
議
員
が
出
席

さ
れ
、
竹
島
問
題
解
決
へ
の
意
欲
が
示

さ
れ
た
ほ
か
、
竹
島
問
題
研
究
の
た
め

に
協
力
・
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
2-

2
1
1
1

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
隠
岐
の
島
警
察
署

 

電
話
2-
0
1
1
0

　
２
月
18
日
、
島
後
地
区
防
犯
連
合
会
か

ら
の
寄
贈
を
受
け
、
町
の
玄
関
口
で
あ
る

西
郷
港
前
の
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
に
、
街
頭

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
抑
止
に
多

大
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
日
本
一
安
全
で
安
心
な
ま
ち
「
お
き
の

し
ま
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
街
頭
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
設
置
し
た
い
自
治
会
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
隠
岐
の
島
警
察
署
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

犯
罪
の
な
い
ま
ち
へ

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
故
高
梨
剛
さ
ま
の
生
前
の
ご
遺
志
に
よ

り
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
５
月
に
64
歳
で
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
高
梨
さ
ん
は
、
隠
岐
の
島
町
で
生

ま
れ
育
ち
、
高
梨
歯
科
医
院
を
開
業
し
、

島
の
地
域
医
療
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
の
方
に
よ
る
と
、
「
島
外
で
の
闘

病
中
も
、
隠
岐
の
島
へ
思
い
を
馳
せ
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
長
年
に
わ
た
る
ご
厚
情
に

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。
」
と
の

こ
と
で
す
。
寄
附
と
い
う
形
で
少
し
で
も

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と
い
う
ご
遺

志
に
よ
り
、
ご
遺
族
の
方
を
通
じ
て
寄
附

を
賜
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
賜
り
ま
し
た
寄
附
は
、
ふ
る
さ
と
隠
岐

の
島
応
援
基
金
に
積
立
て
「
青
少
年
教
育

又
は
地
域
文
化
の
振
興
に
資
す
る
事
業
」

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

故
高
梨
剛
さ
ま
よ
り
ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た

設置された街頭防犯カメラ

故高梨剛さま

▲狙いを定めて矢を放つ白張烏帽子姿の役主

古式ゆかしい弓の儀式
山田客祭風流

2月14日

　五箇地区に江戸時代から伝わる伝統の「山田
客祭風流」が、山田神社で行われました。
　約20人の地区の住民の皆さんは、客神をま
つるご神木に、酒や野菜、粟の実などを供えて､
五穀豊穣や家内安全を祈りました。
　そのあと、カラスと鼠の絵や鬼の文字が描か
れた的を射る射的の神事が行われ、矢が的に当
たると大きな拍手が送られました。

　都万保育所前でコハクチョウが飛来
していると、地域の方から一報いただ
きました。頭から首にかけて灰色がか
っているので、子どもでしょうか。3週
間くらい滞在しています。

　昨年は大雪に押しつぶされて
しまった油井地区の水仙。
　今年は、穏やかな気候の中、
可憐な花が咲き誇り、辺り一面
甘い香りを漂わせました。
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竹
本  

廉
愛

村
上  

湊
音

中
西  

文
太　

髙
宮  

麦

原　

  
悠
太

藤
野  

璃
太
郎

早
川  

央
太
郎

森
崎  

環
心

西
田

栄
町

栄
町

西
町

東
郷

東
郷

東
郷

港
町

竹
本  

昭
二

村
上  

祐
二

中
西  

脩
平

髙
宮  

秀
司

原　

  

博
史

藤
野  

純

早
川  

健
太

森
崎  

真

（
氏 

名
）
（
地
区
）（
保
護
者
）

ご
誕
生れ

あ

わ

こ

り

た
ろ
う

お
う
た
ろ
う

ゆ
う
た

ぶ
ん
た

む
ぎ み

な
と

お
く
や
み

奥　

  

小
久

澤　

  

美
枝
子

山
口  

シ
モ

野
津  

達
雄

田
中  

都

中
田  

キ
ヌ
ヨ

安
藤  

准
二

渡
辺  

信
行

重
栖  

繁

　

林  

憲
子

西
森  

林
藏

都
万

南
方

北
方

加
茂

岬
町

北
方

中
町

中
町

原
田

原
田

下
西

93
歳

71
歳

96
歳

83
歳

90
歳

88
歳

69
歳

69
歳

99
歳

74
歳

87
歳

（
氏 

名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

ご
結
婚

（
氏 

名
）

（
地
区
）

村
上  

勇
城

香
川  

亜
耶

夫妻

栄
町

港
町

（
吉
田  

佑
樹

兒
玉  

志
穂

夫妻

郡熊
本
県
水
俣
市

（※

2
月
28
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
来

た
の
で
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
エ
ミ
ュ
ー
や

コ
ア
ラ
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
動
植
物
を

見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン

ベ
ラ
の
中
心
部
に
あ
る
博
物
館
や
記
念

物
を
ま
わ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴

史
と
先
住
民
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
に

な
り
ま
し
た
。
マ
ッ
キ
ロ
ッ
プ
校
の
生
徒

は
、
７
月
に
隠
岐
に
来
る
の
で
、
そ
の
時

に
暖
か
く
歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
中
学
校
か
ら
２
名
の
生
徒
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
向
け

て
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
滞

在
中
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
を
体
験
し

ま
し
た
。
日
中
は
，
授
業
に
参
加
し
た

り
遠
足
に
出
か
け
た
り
し
、
夕
方
か
ら

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
過
ご

す
と
い
う
形
の
研
修
で
し
た
。

　

マ
ッ
キ
ロ
ッ
プ
校
で
は
、
日
本
語
や

体
育
の
授
業
、
調
理
実
習
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
校
集
会
で
、
英
語
を
使
っ
て
自
己

紹
介
を
し
、
マ
ッ
キ
ロ
ッ
プ
校
の
生

徒
、
先
生
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
授

業
で
は
、
各
学
校
が
隠
岐
の
牛
突
き
、

古
典
相
撲
、
水
産
業
や
観
光
地
に
つ
い

て
発
表
す
る
な
ど
、
マ
ッ
キ
ロ
ッ
プ
校

の
生
徒
に
隠
岐
に
つ
い
て
教
え
る
機
会

　

2
月
10
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
隠
岐

の
島
町
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
セ
ン

ト
・
メ
ア
リ
ー
・
マ
ッ
キ
ロ
ッ
プ
校
の

交
流
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１

４
年
の
交
流
開
始
以
来
、
初
め
て
町
内

の
中
学
校
・
高
等
学
校
か
ら
参
加
者
を

募
集
し
ま
し
た
。
隠
岐
高
校
か
ら
６

名
、
隠
岐
水
産
高
校
か
ら
２
名
、
西
郷

サッカーとラグビーを合わせたような競技、
オーストラリアン・フットボールを体験

マッキロプ校生徒の前で隠岐について発表

ティドビンビラ自然保護区で巨大な岩石に
驚く生徒たち

はじめてのオーストラリア
交流研修

ジ オ タ イ ム ス
第15回

村尾教育長（写真右）にずきんを手渡す
婦人会藤田千鶴会長（写真左）

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
、
隠
岐
の
島

町
婦
人
会
か
ら
、
町
内
の
小
学
生
に
防
災

ず
き
ん
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

婦
人
会
か
ら
防
災
ず
き
ん
の
贈
呈
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人口と世帯数
平成31年3月1日現在

人口 14,278（-5）人
6,952（＋1）人
7,326（-6）人

7,128（＋2）

男
女

世帯数 世
帯

内15歳未満1,624人〔11.4％〕
内65歳以上5,663人〔39.7％〕

増 転入22人出生8人 その他0人
減 転出12人死亡23人 その他0人
※括弧内は前月比

▼
春
の
足
音
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
と
違
っ
て
、
穏
や
か
な

冬
で
し
た
。
積
雪
に
よ
る
交
通
障
害

も
、
水
道
管
の
凍
結
も
な
く
助
か
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

か
ま
く
ら
作
り
や
ソ
リ
遊
び
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
に
、
少
し
残
念
な
冬
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
今
回
は
、

「
山
田
客
祭
風
流
」
を
取
材
し
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
力
強
く
弓
を
引
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
も
、
津

戸
の
花
生
神
社
の
祭
礼
、
御
霊
会
風
流

な
ど
、
各
地
区
の
神
社
の
お
祭
り
で
弓

引
き
の
神
事
は
行
わ
れ
ま
す
。
▼
最
近

は
、
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
昔

は
竹
な
ど
で
弓
を
作
っ
て
遊
ぶ
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
と
い
う
と
、
小

学
生
の
と
き
に
、
竹
で
作
っ
て
み
た
も

の
の
、
全
く
飛
ば
な
か
っ
た
記
憶
が
か

す
か
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
▼
子

ど
も
は
、
遊
び
に
よ
っ
て
「
生
き
る
力
｣

を
身
に
つ
け
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
の
弓
の
技
術
は
身
に
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
と
遊
べ
る
環
境
が
整
い
、
た
く
さ
ん

遊
び
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
Ｔ
・
Ｋ
）

隠岐の島町行事予定　　月4

年金相談　9：00～11:30（役場第一会議室） 
人権相談　13:00～16:00（隠岐島文化会館）

第27回隠岐いぐり凧祭り 10:00～（隠岐の島町総合運動公園）

個別税務相談（要予約）  9：00～16：00（西郷税務署）

第１回中沼了三・横地治男杯隠岐少年武道大会合同錬成会
13:00～（隠岐の島町総合体育館）
第１回中沼了三・横地治男杯隠岐少年武道大会  9:00～
（隠岐の島町総合体育館）
隠岐国分寺蓮華会舞　13:00頃～（隠岐国分寺境内）

消費税軽減税率制度説明会　14：00～15：00（西郷税務署）

第73回全隠岐陸上競技選手権大会　8:10～（隠岐高校
グラウンド）

1 日 月

2 日 火

3 日 水

4 日 木

5 日 金

6 日 土

7 日 日

9 日 火

8 日 月

12 日 金

13 日 土

14 日 日

15 日 月

16 日 火

17 日 水

19 日 金

20 日 土

21 日 日

22 日 月

23 日 火

24 日 水

25 日 木

26 日 金

27 日 土

28 日 日

29 日 月

30 日 火 国民の休日

10 日 水

11 日 木

第36回隠岐の島町ゲートボール大会　9:00～
（隠岐の島町総合運動公園）

年金相談　13：00～16:00（役場第一会議室） 
納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

個別税務相談（要予約）  9：00～16：00（西郷税務署）

18 木日

食育の日
個別税務相談（要予約）  9：00～16：00（西郷税務署）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

昭和の日

た き

吉原 汰輝くん（山田）

いつも笑顔をありがとう♡
1歳おめでとう！

り な

松本 莉那ちゃん（栄町）

祝♡1歳！毎日笑顔に
癒されちょるよ\( ̂ô )/

りょうま

高梨 凌馬くん（有木）

２歳おめでとう♡
元気におっきくなってね！

おうじろう

西 旺志朗くん（那久）

祝☆１歳！これからも
笑顔いっぱい見せてね！

ほか

田下 和歩ちゃん（釜）

にこにこかほちゃん
いつも元気をありがとう！

4月8日
（月）締切

「広報隠岐の島」に、お子さんの写真を掲載しませんか？
対象者 ：町内在住で5月生まれ満１～３歳のお子さん
応募方法 ：以下の項目を明記し、お子さんの写真を添えて、電子メール・

郵送・直接持参のいずれかでお申し込みください。
①お子さんの氏名（ふりがな） ②年齢　③性別
④住所　⑤保護者氏名　⑥電話番号
⑦メッセージ（20字以内）

■お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係　電話２-８５７２
　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

5月生まれの満１～3歳のお子さん募集しています！

隠岐の島町
ホームページ
QRコード

1
歳

1
歳

2
歳

1
歳

2
歳

4 月  生まれの
　  　おともだち


